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①米の生産調整制度 【制度の変遷】
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②産地交付金の位置付け（制度上）
経営所得安定対策等

経営所得安定対策 収入減少影響緩和交付金（ナラシ対策）

畑作物の直接支払交付金（ゲタ対策）

戦略作物助成

産地交付金

国で品目・単価を設定

国・県・市で品目・単価を設定
「水田収益力強化ビジョン」に基づく
地域の作物振興への支援

麦、大豆、飼料作物に35,000円/10ａなどの支援

認定農業者や集落営農など担い手が対象。収穫量に応じた「数量払」と
作付面積に対する「面積払」の支援

認定農業者や集落営農など担い手が対象。積立金による収入保障

水田活用の
直接支払交付金
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地域の実情に即して、麦・大豆等の作物（戦略作物）の
1.生産性の向上
2.地域振興作物の生産拡大
に向けた取組を進めるための交付金

・県
・再生協議会

で設定

農林水産省ホームページより
「国土が狭く、農地面積も限られている我が国において、国民の主食である米の安定供給のほか、食料自給
率・自給力の向上、多面的機能の維持強化等を図るためには、持続性に優れた生産装置である水田を最大限
に有効活用することが重要」

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

③産地交付金の目的

戦略作物助成

都道府県連携型助成

産地交付金

県が転換作物の生産する農業者を独自支援する
場合、国が追加的に支援

基幹作、二毛作：
麦、大豆、野菜など

基幹作、二毛作：
麦、大豆、野菜など

基幹作：
麦、大豆など

基幹作：
麦、大豆など

基幹作：/10ａ
麦、大豆、飼料作物：3.5万円
WCS用稲:8.0万円、加工用米：2.0万円
飼料用米、米粉用米：5.5万円〜

基幹作：/10ａ
麦、大豆、飼料作物：3.5万円
WCS用稲:8.0万円、加工用米：2.0万円
飼料用米、米粉用米：5.5万円〜

水田を活用した
農業者を支援
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〇設定は県と地域の二本立て
〇作付け品目ごとに交付金額
が違う。

〇主食用米は対象外
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所得の比較
Ｒ６主食用米 93,000円

加工用米 50,000円
差額△43,000円

小麦 52,000円
差額△41,000円

④産地交付金と
他の交付金

（「令和７年度 経営所得安定
対策等の概要」より）



1.国から交付金が配分される。

交付金額の範囲内で、県や再生協議会が
助成内容を定められる。

・対象作物
・交付単価 など

→→交付金は国から農業者へ直接交付される。

２.近畿農政局長等の承認がなければ認められない。

※「水田収益力強化ビジョン」の作成が必須。→農政局のチェックがある。
３.地域の水田農業経営の課題に対応し、収益力向上に向けた助成である。

４.主食用米、備蓄米、不作付地への助成は行わない。

⑤産地交付金に関する主なポイント
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作成の留意点

例
a.連続５年以上にわたって同一の品目・単価・要件
b.支援年限が未設定
c.単価５万円以上（単独、複数メニューの組合わせ）

ただし、適切な根拠があれば可能

⑥水田収益力強化ビジョン

固定化した使途にならないように

7

地域の農業生産を強化し、地域の特色ある産
品を創出することを目的

平成29年に水田農業ビジョンから改正
産地交付金の内容を明記する。



令和７年度加東市農業再生協議会水田収益力強化ビジョン

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題

当地域は、全耕作面積に占める主食用水稲作付面積の割合が約70％を超え、その中でも酒造好適米が水

稲作付面積の半数以上を占めている。また、麦、大豆、加工用米が多く、麦、大豆は集落営農による集
積が進んでいる。

特産品として、なす及びやまのいもを指定してＪＡ部会による作付けを行っており、学校給食センター
への納入による地産地消の推進を図っているほか、もち麦を新たな特産品として振興している。
農業者の高齢化が進む中、担い手の育成と農地の集積及び集約化が必要となっている。

２ 高収益作物の導入や転作作物等の付加価値の向上等による収益力強化に向けた産地として
の取組方針・目標

もち麦を酒造好適米「山田錦」に次ぐ新たな特産品として育成するために、関係機関と連携し、もち麦
栽培を推進している。国内の他の産地と比べると単収が低調であるため、種子代金の一部を助成すること
で播種量を増量させ、収量増加を目指す。また、もち麦の作付けは、集落営農組織によるものが多く、地
域の営農活動として定着していることから、集落営農組織等の担い手によるもち麦の集積化を支援し、担
い手の収益向上を図る。

令和7年度の
ビジョン
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３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標

畑地化については、積極的に推進できていないが、今後の動向を踏まえて検討していく。水田の有効利用
を進める上で、麦や大豆等の戦略作物の作付けが効果的であることから、戦略作物の二毛作に対して支援
し、更なる収益向上を図り、永年性作物については畑地化促進事業の活用を検討する。

水稲作に活用される見込みがない農地については作付体系を水田台帳等を活用し定期的に点検し、畑地化
支援を含め検討していく。

４ 作物ごとの取組方針等

地域ごとの適地適作を基本として、産地交付金を有効に活用しながら、作物生産の維持、拡大を図ることと
する。

（１）主食用米
主食用米についてはJA等の集荷業者との事前契約を基本とし、需要に応じた作付面積を確保する。
酒造好適米については、当地域の特産である山田錦の生産量を確保する。

（２）備蓄米
現在、取り組んでいないが、需要動向に応じて推進を図る。
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令和７年度加東市農業再生協議会水田収益力強化ビジョン



（３）非主食用米
ア 飼料用米 -- 国、県の交付金を活用し、生産拡大を目指す。
イ 米粉用米 -- 現行の栽培面積を維持する。
ウ 新市場開拓用米 -- 需要動向に応じて推進を図る。
エ WCS用稲 -- 産地交付金を活用し、現行の栽培面積を維持する。
オ 加工用米 -- 国、県の交付金を活用し、生産の維持に努める。

（４）麦、大豆、飼料作物

団地化及びブロックローテーションを継続し、令和６年産以降においても、現行の麦・大豆・飼料作物の
作付面積を維持する。

なお、麦についてはもち麦の特産品化を推進している。また、国からの産地交付金を活用し、集落営農組
織の営農活動の安定化を図る。

（５）そば、なたね
現行の栽培面積を維持する。

（６）地力増進作物
現行の栽培面積を維持する。

（７）高収益作物
産地交付金を活用して特産品である「たきのなす」「やまのいも」の生産面積を維持する。
また、市の学校給食センター納入作物として産地交付金を活用し、地産地消の取り組みを推進し、

生産面積の拡大を図る。
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高収益作物とは
野菜や果樹の作物、

労働時間を多く要するが、
主食用米と比較して

高い所得が得られる。

令和７年度加東市農業再生協議会
水田収益力強化ビジョン
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目標は
すべて

作付面積の
拡大

令和７年度加東市農業再生協議会
水田収益力強化ビジョン



単価は
3,000円
から

16,000円

令和７年度加東市農業再生協議会
水田収益力強化ビジョン
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⑦令和７年の産地交付金（加東市）
試算例 【集落営農 1ha以上 ゲタ対策加入】（円/10ａ当たり）

（200㎏/10ａ １等B 8,720円/60㎏）で設定

Ⓐ もち麦：基幹作--- 畑作物の直接支払交付金

145.3円×200㎏ 29,060円
戦略作物助成 35,000円

3,000円
11,000円

＝ 78,060円

Ⓑ もち麦：二毛作--- 畑作物の直接支払交付金 29,060円
3,000円
11,000円

⑦二毛作助成 16,000円
＝ 59,060円

Ⓐ

78,060円

Ⓑ

59,060円
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産地交付金 ③特産品助成
⑤担い手集積

産地交付金 ③特産品助成
⑤担い手集積



産地交付金 単価の推移（円/10ａ）
使途 R2 R3 R4 R5 R6 R7（計画）

１ 基本助成（特産品）基幹 11,000 11,000 11,770 10,000 10,000 11,000

２ 基本助成（学校給食）基幹 11,000 11,000 11,770 10,000 10,000 11,000

３ 特産品助成（もち麦）：基幹 1,500 1,500 1,590 3,000 4,000 3,000

４ 特産品助成（もち麦）：二毛作 1,500 1,500 1,590 3,000 4,000 3,000

５ 担い手集積加算（麦・大豆）基幹 11,000 11,000 11,770 11,000 11,000 11,000

6 担い手集積加算（麦・大豆）二毛作 11,000 11,000 11,770 11,000 11,000 11,000

7 戦略作物、そばの二毛作助成 16,000 16,000 17,130 15,000 15,000 16,000

8 耕畜連携助成（基幹） 14,000 14,000 - - - -
9 担い手集積加算（ＷＣＳ用稲）基幹 4,000 4,000 4,270 3,000 3,000 4,000

10 高収益作物拡大加算
（たきのなす、やまのいも）

- 35,000 - - - -

11 有機ＪＡＳ助成 - - - 10,000 10,000 11,000現在、単価調整は
1,000円単位で調整

※R2〜R6の単価は実績値
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特産品加算
（もち麦） 担い手加算（麦・大豆）

有機ＪＡＳ
二毛作助成

2,733.9

2,793.8

2,795.7

2,788.0

2,920.5



⑧R6〜R7年の作付状況【水稲】(ha)
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主食用米が増えている
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⑨R6〜R7年の作付状況【転作作物】(ha)

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

はだか麦 六条大麦 加工用米 飼料用米 輸出用米 白大豆(契約) 黒大豆

生産調整作物の作付比較

R6 R7

18



⑩令和８年度予算の概算要求より
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水田対象の支援
から
↓
作物ごとの
生産性向上等
への支援に

転換

⑪Ｒ９からは… 農水省ＨＰより

産地交付金も
見直される

模様
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